
 

 

第３６号様式 

第   号 換価の猶予（期間延長）申請書 

 令和４年４月２５日  
（あて先）印西市長      

納 税 者 
（特別徴収義務者） 
住（居）所  印西市大森２３６４－２ 

（所 在 地） 
氏   名  印西 太郎      ○印        

（名   称）  
法人番号    
電話番号   ０９０－××××－×××× 

 
下記の金額について、換価の猶予（期間延長）を申請します。なお、換価の猶予（期間延

長）の承認を受けた場合は、下記の分納計画のとおり納付（納入）することはもちろん新しく

納期の到来する市税も納期限までに必ず納付（納入）します。 

年

度 

期別

月別 
税目 納期限 税額 

加算 

金額 
延滞金額 

滞納 

処分費 
備考 

    円 円 円 円  

4 1 固定資産税 4・5・2 60,000    12345-6 

 
 

     
 

 

   ・ ・      

納付（納入）すべき市税のうち、換価

の猶予を受けようとする金額 
 60,000     

一時に納付（納入）

することにより事業

の継続又は生活の維

持が困難となる事情

の詳細 

前職を自主退職し、来月に再就職する予定だが、最初の給与が支給され

るまでの間、一時的に手持ち金が不足している。 

納付（納入）するこ

とができない事情の

詳細 

令和４年２月に前職を退職後は収入が無く、手持ちの現預金が約２０万

円に減少した。 

該当条項 地方税法第１５条の６ 

期 間 令和４年５月３日から令和５年５月２日まで 

分 

納 

計 

画 

月 日限 月 日限 月 日限 月 日限 

円 円 円 円 

月 日限 月 日限 月 日限 月 日限 

円 円 円 円 

月 日限 月 日限 月 日限 令和5年5月2日限 

円 円 円 60,000円 

担 保 
 

有 無 
担保財産の詳細又は提供

できない特別の事情 

猶予を受けようとする金額が１００万円を

超えないため。 

 

         記入例 

猶予額１００万円未満は担保不要 

猶予期間は納期限の翌日から最長１年間 

納期限後に申請した場合は申請日から１年間 

預金通帳残高のコピー等を添付して下さい。 

最終欄に猶予期限と税額を記入 

備考欄に通知書番号を記入 

申請する税目が多い場合は

別紙にまとめて下さい 

納期限から６カ月以内に申請して下さい。 


